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１【半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成18年12月８日に提出いたしました第98期中（自　平成18年４月１日　至　平成18年９月30日）半期報告書の記載事項の一

部に誤りがありましたので、これを訂正するため半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１．主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

１．業績等の概要

第５　経理の状況

１．中間連結財務諸表等

２．中間財務諸表等

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部【企業情報】
 

第１【企業の概況】
 

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

　　（訂正前）

回次 第96期中 第97期中 第98期中 第96期 第97期

会計期間

自平成16年
４月１日
至平成16年
９月30日

自平成17年
４月１日
至平成17年
９月30日

自平成18年
４月１日
至平成18年
９月30日

自平成16年
４月１日
至平成17年
３月31日

自平成17年
４月１日
至平成18年
３月31日

売上高（百万円） 45,946 50,742 55,035 113,210 124,656

経常利益（百万円） 1,140 865 1,410 4,287 4,362

中間（当期）純利益又は中間純損失
（△）（百万円）

750 △543 357 2,512 1,476

純資産額（百万円） 56,355 57,733 60,064 58,355 60,809

総資産額（百万円） 89,386 90,974 92,977 93,477 97,660

１株当たり純資産額（円） 858.18 874.09 902.14 888.07 914.47

１株当たり中間（当期）純利益金額
又は中間純損失金額（△）（円）

11.42 △8.26 5.38 37.43 21.54

潜在株式調整後１株当たり中間（当
期）純利益金額（円）

11.41 － 5.37 37.33 21.45

自己資本比率（％） 63.0 63.5 64.5 62.4 62.3

営業活動によるキャッシュ・フロー
（百万円）

1,923 2,325 2,897 5,165 5,915

投資活動によるキャッシュ・フロー
（百万円）

△2,410 △2,563 △6,173 △5,312 △5,994

財務活動によるキャッシュ・フロー
（百万円）

84 △1,042 △1,446 △336 △1,474

現金及び現金同等物の中間期末（期
末）残高（百万円）

22,673 21,312 16,346 22,593 21,038

従業員数（人）
［外、平均臨時雇用者数（人）］

1,754
[－]

1,777
[240]

1,686
[256]

1,769
[－]

1,714
[246]

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．第97期中の潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり

中間純損失であるため記載しておりません。

３．第98期中より、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第５号）及び「貸借対照表の

純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８号）を適用しております。
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　　（訂正後）

回次 第96期中 第97期中 第98期中 第96期 第97期

会計期間

自平成16年
４月１日
至平成16年
９月30日

自平成17年
４月１日
至平成17年
９月30日

自平成18年
４月１日
至平成18年
９月30日

自平成16年
４月１日
至平成17年
３月31日

自平成17年
４月１日
至平成18年
３月31日

売上高（百万円） 45,946 50,742 55,035 113,210 124,656

経常利益（百万円） 1,140 865 1,403 4,287 4,362

中間（当期）純利益又は中間純損失
（△）（百万円）

750 △543 353 2,512 1,476

純資産額（百万円） 56,355 57,733 60,061 58,355 60,809

総資産額（百万円） 89,386 90,974 92,977 93,477 97,660

１株当たり純資産額（円） 858.18 874.09 902.09 888.07 914.47

１株当たり中間（当期）純利益金額
又は中間純損失金額（△）（円）

11.42 △8.26 5.33 37.43 21.54

潜在株式調整後１株当たり中間（当
期）純利益金額（円）

11.41 － 5.32 37.33 21.45

自己資本比率（％） 63.0 63.5 64.5 62.4 62.3

営業活動によるキャッシュ・フロー
（百万円）

1,923 2,325 2,897 5,165 5,915

投資活動によるキャッシュ・フロー
（百万円）

△2,410 △2,563 △6,173 △5,312 △5,994

財務活動によるキャッシュ・フロー
（百万円）

84 △1,042 △1,446 △336 △1,474

現金及び現金同等物の中間期末（期
末）残高（百万円）

22,673 21,312 16,346 22,593 21,038

従業員数（人）
［外、平均臨時雇用者数（人）］

1,754
[－]

1,777
[240]

1,686
[256]

1,769
[－]

1,714
[246]

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．第97期中の潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり

中間純損失であるため記載しておりません。

３．第98期中より、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第５号）及び「貸借対照表の

純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８号）を適用しております。

 

EDINET提出書類

株式会社ミツウロコ(E01074)

訂正半期報告書

 4/48



(2）提出会社の経営指標等

　　（訂正前）

回次 第96期中 第97期中 第98期中 第96期 第97期

会計期間

自平成16年
４月１日
至平成16年
９月30日

自平成17年
４月１日
至平成17年
９月30日

自平成18年
４月１日
至平成18年
９月30日

自平成16年
４月１日
至平成17年
３月31日

自平成17年
４月１日
至平成18年
３月31日

売上高（百万円） 41,429 46,994 53,243 102,160 117,123

経常利益（百万円） 1,881 1,661 1,688 4,208 4,263

中間（当期）純利益（百万円） 1,458 591 731 2,808 2,014

資本金（百万円） 7,077 7,077 7,077 7,077 7,077

発行済株式総数（株） 68,137,30868,137,30868,137,30868,137,30868,137,308

純資産額（百万円） 53,072 55,172 57,215 54,654 57,682

総資産額（百万円） 77,581 80,335 83,294 80,959 86,974

１株当たり純資産額（円） 807.02 834.12 859.76 830.71 866.36

１株当たり中間（当期）純利益金額
（円）

22.18 8.98 10.99 42.09 29.83

潜在株式調整後１株当たり中間（当
期）純利益金額（円）

22.16 8.95 10.97 41.98 29.71

１株当たり配当額（円） － － － 13.00 13.00

自己資本比率（％） 68.4 68.7 68.7 67.5 66.3

従業員数（人） 383 444 727 387 527

　（注）　売上高には、消費税等は含まれておりません。
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　　（訂正後）

回次 第96期中 第97期中 第98期中 第96期 第97期

会計期間

自平成16年
４月１日
至平成16年
９月30日

自平成17年
４月１日
至平成17年
９月30日

自平成18年
４月１日
至平成18年
９月30日

自平成16年
４月１日
至平成17年
３月31日

自平成17年
４月１日
至平成18年
３月31日

売上高（百万円） 41,429 46,994 53,243 102,160 117,123

経常利益（百万円） 1,881 1,661 1,682 4,208 4,263

中間（当期）純利益（百万円） 1,458 591 728 2,808 2,014

資本金（百万円） 7,077 7,077 7,077 7,077 7,077

発行済株式総数（株） 68,137,30868,137,30868,137,30868,137,30868,137,308

純資産額（百万円） 53,072 55,172 57,212 54,654 57,682

総資産額（百万円） 77,581 80,335 83,294 80,959 86,974

１株当たり純資産額（円） 807.02 834.12 859.71 830.71 866.36

１株当たり中間（当期）純利益金額
（円）

22.18 8.98 10.94 42.09 29.83

潜在株式調整後１株当たり中間（当
期）純利益金額（円）

22.16 8.95 10.92 41.98 29.71

１株当たり配当額（円） － － － 13.00 13.00

自己資本比率（％） 68.4 68.7 68.7 67.5 66.3

従業員数（人） 383 444 727 387 527

　（注）　売上高には、消費税等は含まれておりません。
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第２【事業の状況】
 

１【業績等の概要】

(1）業績

　　（訂正前）

　当中間連結会計期間のわが国経済は、企業収益の改善に伴う設備投資の増加や雇用環境の回復などが見られ、景気は回復

基調で推移しているものの、個人消費に回復の遅れがあることや原油価格の高騰、日銀の量的金融緩和政策及びゼロ金利

政策の解除による金利の上昇懸念などにより、先行きに不透明感が残る状況となりました。

　石油業界は、７月の米国原油先物相場ＷＴＩ（原油価格の指標である米国産ウェスト・テキサス・インターミディエー

トの略）で一時史上最高の78.40ドルを記録するなど、依然として原油価格の高騰が続き、小売販売価格の大幅な上昇によ

る消費者の節約意識から販売数量が減少するなど、非常に厳しい状況となりました。

　ＬＰガス業界は、原料の輸入価格となるＣＰ価格（コントラクトプライス＝通告価格）は、４月期435ドルでスタートし

上期平均では約498ドルと前中間連結会計期間と比べて約89ドル高と大幅に上昇いたしました。

　小売市場においては、売上原価上昇と同業者間の消費者獲得競争に加えて、電力、都市ガスなど他エネルギーとの競争激

化により、業界を取巻く環境は非常に厳しい状況で推移いたしました。

　このような状況下のなか、エネルギー事業の拡大を図るため新規顧客の獲得に努める一方、ＬＰガスの需要拡大につなが

る湯廻り商品やガラストップコンロの販売に力を注ぎました。また、各地で多機能給湯器をお客様に体験して頂く催しな

どの様々な展示会を積極的に開催し、ガス機器のＰＲとお客様との接点の増加に努め、ＬＰガスを利用したコジェネレー

ションシステムによる電気とお湯の供給システム（電熱供給システム）の販売等、環境に優しい新エネルギー分野にも注

力してまいりました。一方、エネルギー事業からその他事業へ区分変更した飲料水関連（バナジウム63天然水「富士の宝

物」）の拡販にも積極的に取り組みました。

　この結果、当中間連結会計期間の売上高は前年同期比8.5％増の550億35百万円、営業利益は前年同期比50.2％増の11億55

百万円、経常利益は前年同期比63.0％増の14億10百万円、中間純利益は前年同期比９億円増の３億57百万円（前年同期は

５億43百万円の純損失）となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりです。

　エネルギー事業については、ＬＰガスの小売ユーザーの拡大を目指し、新規顧客の開拓、営業権買収等に取り組みました。

また、石油製品においては、採算を重視した販売に徹し、収益性の向上に努めるとともにＳＳ等を中心にお客様に近い分野

での販売に取り組みました。ＬＰガス・石油製品の仕入価格上昇による売上単価アップ等により、売上高は前年同期比

8.8％増の531億７百万円となりました。一方では、電力会社のオール電化住宅等の競合エネルギーとの競争激化により、仕

入価格上昇分を販売価格に転嫁しきれなかったものの、コスト削減に努めた結果、営業利益は前年同期比104.1％増の７億

32百万円となりました。

　賃貸事業については、既存物件の住戸改修を実施し、未入居物件の入居促進等に努めました。また、前連結会計年度下期完

成の賃貸物件が収益面で寄与し、売上高は前年同期比2.7％増の７億77百万円、営業利益は前年同期比2.4％増の５億41百

万円となりました。

　その他事業については、レジャー関連の売上は増加したものの、リース関連の売上減少により、売上高は前年同期比2.8％

減の11億51百万円、営業利益は前年同期比0.6％増の70百万円となりました。

　なお、当中間連結会計期間から事業の種類別セグメントを変更したため、前年同期比較に当たっては前中間連結会計期間

分を変更後の区分に組み替えて行っております。

 

(2）キャッシュ・フロー

　当中間連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の中間連結会計期間末残高は、

前年同期比49億66百万円（23.3％）減の163億46百万円となりました。

　営業活動の結果得られた資金は、売上債権の減少、仕入債務の減少及び法人税等の支払額の増加等により前年同期比５億

71百万円（24.6％）増の28億97百万円となりました。

　投資活動の結果使用した資金は、定期預金の預入による支出等が増加したため前年同期比36億９百万円（140.8％）増の

61億73百万円となりました。

　財務活動の結果使用した資金は、自己株式売却による収入及び長期借入れによる収入が減少したため前年同期比４億４

百万円（38.8％）増の14億46百万円となりました。
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　　（訂正後）

　当中間連結会計期間のわが国経済は、企業収益の改善に伴う設備投資の増加や雇用環境の回復などが見られ、景気は回復

基調で推移しているものの、個人消費に回復の遅れがあることや原油価格の高騰、日銀の量的金融緩和政策及びゼロ金利

政策の解除による金利の上昇懸念などにより、先行きに不透明感が残る状況となりました。

　石油業界は、７月の米国原油先物相場ＷＴＩ（原油価格の指標である米国産ウェスト・テキサス・インターミディエー

トの略）で一時史上最高の78.40ドルを記録するなど、依然として原油価格の高騰が続き、小売販売価格の大幅な上昇によ

る消費者の節約意識から販売数量が減少するなど、非常に厳しい状況となりました。

　ＬＰガス業界は、原料の輸入価格となるＣＰ価格（コントラクトプライス＝通告価格）は、４月期435ドルでスタートし

上期平均では約498ドルと前中間連結会計期間と比べて約89ドル高と大幅に上昇いたしました。

　小売市場においては、売上原価上昇と同業者間の消費者獲得競争に加えて、電力、都市ガスなど他エネルギーとの競争激

化により、業界を取巻く環境は非常に厳しい状況で推移いたしました。

　このような状況下のなか、エネルギー事業の拡大を図るため新規顧客の獲得に努める一方、ＬＰガスの需要拡大につなが

る湯廻り商品やガラストップコンロの販売に力を注ぎました。また、各地で多機能給湯器をお客様に体験して頂く催しな

どの様々な展示会を積極的に開催し、ガス機器のＰＲとお客様との接点の増加に努め、ＬＰガスを利用したコジェネレー

ションシステムによる電気とお湯の供給システム（電熱供給システム）の販売等、環境に優しい新エネルギー分野にも注

力してまいりました。一方、エネルギー事業からその他事業へ区分変更した飲料水関連（バナジウム63天然水「富士の宝

物」）の拡販にも積極的に取り組みました。

　この結果、当中間連結会計期間の売上高は前年同期比8.5％増の550億35百万円、営業利益は前年同期比49.3％増の11億48

百万円、経常利益は前年同期比62.3％増の14億３百万円、中間純利益は前年同期比８億97百万円増の３億53百万円（前年

同期は５億43百万円の純損失）となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりです。

　エネルギー事業については、ＬＰガスの小売ユーザーの拡大を目指し、新規顧客の開拓、営業権買収等に取り組みました。

また、石油製品においては、採算を重視した販売に徹し、収益性の向上に努めるとともにＳＳ等を中心にお客様に近い分野

での販売に取り組みました。ＬＰガス・石油製品の仕入価格上昇による売上単価アップ等により、売上高は前年同期比

8.8％増の531億７百万円となりました。一方では、電力会社のオール電化住宅等の競合エネルギーとの競争激化により、仕

入価格上昇分を販売価格に転嫁しきれなかったものの、コスト削減に努めた結果、営業利益は前年同期比102.3％増の７億

26百万円となりました。

　賃貸事業については、既存物件の住戸改修を実施し、未入居物件の入居促進等に努めました。また、前連結会計年度下期完

成の賃貸物件が収益面で寄与し、売上高は前年同期比2.7％増の７億77百万円、営業利益は前年同期比2.4％増の５億41百

万円となりました。

　その他事業については、レジャー関連の売上は増加したものの、リース関連の売上減少により、売上高は前年同期比2.8％

減の11億51百万円、営業利益は前年同期比0.6％増の70百万円となりました。

　なお、当中間連結会計期間から事業の種類別セグメントを変更したため、前年同期比較に当たっては前中間連結会計期間

分を変更後の区分に組み替えて行っております。

 

(2）キャッシュ・フロー

　当中間連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の中間連結会計期間末残高は、

前年同期比49億66百万円（23.3％）減の163億46百万円となりました。

　営業活動の結果得られた資金は、売上債権の減少、仕入債務の減少及び法人税等の支払額の増加等により前年同期比５億

71百万円（24.6％）増の28億97百万円となりました。

　投資活動の結果使用した資金は、定期預金の預入による支出等が増加したため前年同期比36億９百万円（140.8％）増の

61億73百万円となりました。

　財務活動の結果使用した資金は、自己株式売却による収入及び長期借入れによる収入が減少したため前年同期比４億４

百万円（38.8％）増の14億46百万円となりました。
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第５【経理の状況】
 

１【中間連結財務諸表等】

（１）【中間連結財務諸表】

①【中間連結貸借対照表】

（訂正前）

  
前中間連結会計期間末

 
（平成17年９月30日）

当中間連結会計期間末
 

（平成18年９月30日）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部）           

Ⅰ　流動資産           

１．現金及び預金   24,262  22,707  23,810 

２．受取手形及び売掛
金

※４  9,204   10,056  13,492 

３．有価証券   －   100   －  

４．たな卸資産   2,840   3,031   3,220  

５．繰延税金資産   778   520   583  

６．その他   660   844   624  

貸倒引当金   △83   △89   △79  

流動資産合計   37,66241.4  37,17040.0  41,65242.6

Ⅱ　固定資産           

１．有形固定資産 ※１          

(1）建物及び構築物※2,3 9,627   9,629   10,024   

(2）機械装置及び運
搬具

※３ 5,985   5,821   6,198   

(3）土地 ※２ 13,109   12,767   13,100   

(4）その他  1,621 30,344 1,404 29,623 1,222 30,546 

２．無形固定資産           

(1）営業権  2,962   －   2,801   

(2）連結調整勘定  591   －   507   

(3）のれん  －   2,915   －   

(4）その他  920 4,474  806 3,722  878 4,187  

３．投資その他の資産           

(1）投資有価証券 ※２ 8,680   9,957   10,524   

(2）保険積立金  3,786   3,708   3,691   

(3）繰延税金資産  782   789   812   

(4）その他  5,376   8,117   6,369   

貸倒引当金  △134 18,492 △112 22,460 △123 21,274 

固定資産合計   53,31158.6  55,80660.0  56,00857.4

資産合計   90,974100.0  92,977100.0  97,660100.0
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前中間連結会計期間末

 
（平成17年９月30日）

当中間連結会計期間末
 

（平成18年９月30日）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（負債の部）           

Ⅰ　流動負債           

１．支払手形及び買掛
金

  6,758   7,325   9,674  

２．一年以内償還予定
の社債

  －   3,105   3,105  

３．短期借入金 ※２  7,000   6,469   6,724  

４．未払法人税等   758   638   1,130  

５．賞与引当金   927   875   1,034  

６．役員賞与引当金   －   26   －  

７．関係会社事業損失
引当金

  －   95   －  

８．その他   2,501   2,857   2,705  

流動負債合計   17,94519.7  21,39323.0  24,37424.9

Ⅱ　固定負債           

１．社債   3,455   350   350  

２．長期借入金 ※２  3,404   2,847   3,077  

３．繰延税金負債   2,057   2,430   2,644  

４．退職給付引当金   1,971   1,785   1,884  

５．その他   4,322   4,104   4,428  

固定負債合計   15,21116.7  11,51912.4  12,38512.7

負債合計   33,15736.4  32,91235.4  36,76037.6

（少数株主持分）           

少数株主持分   84 0.1  － －  90 0.1

（資本の部）           

Ⅰ　資本金   7,0777.8  － －  7,0777.2

Ⅱ　資本剰余金   5,7916.4  － －  5,8156.0

Ⅲ　利益剰余金   43,80248.1  － －  45,79546.9

Ⅳ　その他有価証券評価
差額金

  2,3572.6  － －  3,1763.3

Ⅴ　自己株式   △1,295△1.4  － －  △1,055△1.1

資本合計   57,73363.5  － －  60,80962.3

負債、少数株主持分
及び資本合計

  90,974100.0  － －  97,660100.0

（純資産の部）           

Ⅰ　株主資本           

１．資本金   － －  7,0777.6  － －

２．資本剰余金   － －  5,8166.2  － －

３．利益剰余金   － －  45,24748.7  － －

４．自己株式   － －  △1,046△1.1  － －

株主資本合計   － －  57,09461.4  － －

Ⅱ　評価・換算差額等           

１．その他有価証券評
価差額金

  － －  2,8553.1  － －

評価・換算差額等合
計

  － －  2,8553.1  － －

Ⅲ　少数株主持分   － －  113 0.1  － －

純資産合計   － －  60,06464.6  － －

負債純資産合計   － －  92,977100.0  － －
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（訂正後）

  
前中間連結会計期間末

 
（平成17年９月30日）

当中間連結会計期間末
 

（平成18年９月30日）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部）           

Ⅰ　流動資産           

１．現金及び預金   24,262  22,707  23,810 

２．受取手形及び売掛
金

※４  9,204   10,056  13,492 

３．有価証券   －   100   －  

４．たな卸資産   2,840   3,031   3,220  

５．繰延税金資産   778   520   583  

６．その他   660   844   624  

貸倒引当金   △83   △89   △79  

流動資産合計   37,66241.4  37,17040.0  41,65242.6

Ⅱ　固定資産           

１．有形固定資産 ※１          

(1）建物及び構築物※2,3 9,627   9,629   10,024   

(2）機械装置及び運
搬具

※３ 5,985   5,821   6,198   

(3）土地 ※２ 13,109   12,767   13,100   

(4）その他  1,621 30,344 1,404 29,623 1,222 30,546 

２．無形固定資産           

(1）営業権  2,962   －   2,801   

(2）連結調整勘定  591   －   507   

(3）のれん  －   2,915   －   

(4）その他  920 4,474  806 3,722  878 4,187  

３．投資その他の資産           

(1）投資有価証券 ※２ 8,680   9,957   10,524   

(2）保険積立金  3,786   3,708   3,691   

(3）繰延税金資産  782   789   812   

(4）その他  5,376   8,117   6,369   

貸倒引当金  △134 18,492 △112 22,460 △123 21,274 

固定資産合計   53,31158.6  55,80660.0  56,00857.4

資産合計   90,974100.0  92,977100.0  97,660100.0
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前中間連結会計期間末

 
（平成17年９月30日）

当中間連結会計期間末
 

（平成18年９月30日）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（負債の部）           

Ⅰ　流動負債           

１．支払手形及び買掛
金

  6,758   7,325   9,674  

２．一年以内償還予定
の社債

  －   3,105   3,105  

３．短期借入金 ※２  7,000   6,469   6,724  

４．未払法人税等   758   635   1,130  

５．賞与引当金   927   875   1,034  

６．役員賞与引当金   －   26   －  

７．関係会社事業損失
引当金

  －   95   －  

８．その他   2,501   2,856   2,705  

流動負債合計   17,94519.7  21,38923.0  24,37424.9

Ⅱ　固定負債           

１．社債   3,455   350   350  

２．長期借入金 ※２  3,404   2,847   3,077  

３．繰延税金負債   2,057   2,430   2,644  

４．退職給付引当金   1,971   1,785   1,884  

５．その他   4,322   4,111   4,428  

固定負債合計   15,21116.7  11,52612.4  12,38512.7

負債合計   33,15736.4  32,91535.4  36,76037.6

（少数株主持分）           

少数株主持分   84 0.1  － －  90 0.1

（資本の部）           

Ⅰ　資本金   7,0777.8  － －  7,0777.2

Ⅱ　資本剰余金   5,7916.4  － －  5,8156.0

Ⅲ　利益剰余金   43,80248.1  － －  45,79546.9

Ⅳ　その他有価証券評価
差額金

  2,3572.6  － －  3,1763.3

Ⅴ　自己株式   △1,295△1.4  － －  △1,055△1.1

資本合計   57,73363.5  － －  60,80962.3

負債、少数株主持分
及び資本合計

  90,974100.0  － －  97,660100.0

（純資産の部）           

Ⅰ　株主資本           

１．資本金   － －  7,0777.6  － －

２．資本剰余金   － －  5,8166.2  － －

３．利益剰余金   － －  45,24448.7  － －

４．自己株式   － －  △1,046△1.1  － －

株主資本合計   － －  57,09161.4  － －

Ⅱ　評価・換算差額等           

１．その他有価証券評
価差額金

  － －  2,8553.1  － －

評価・換算差額等合
計

  － －  2,8553.1  － －

Ⅲ　少数株主持分   － －  113 0.1  － －

純資産合計   － －  60,06164.6  － －

負債純資産合計   － －  92,977100.0  － －
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②【中間連結損益計算書】

（訂正前）

  

 
前中間連結会計期間

（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

 
当中間連結会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前連結会計年度の
要約連結損益計算書

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高   50,742100.0  55,035100.0  124,656100.0

Ⅱ　売上原価   37,86274.6  42,19376.7  97,04177.8

売上総利益   12,87925.4  12,84223.3  27,61522.2

Ⅲ　販売費及び一般管理
費

※１  12,11023.9  11,68721.2  23,64619.0

営業利益   769 1.5  1,1552.1  3,9693.2

Ⅳ　営業外収益           

１．受取利息  13   45   56   

２．受取配当金  72   81   94   

３．仕入割引  31   29   68   

４．持分法による投資
利益

 5   －   50   

５．保険金収入  47   89   146   

６．その他  107 277 0.5 134 379 0.7 245 663 0.5

Ⅴ　営業外費用           

１．支払利息  87   88   165   

２．売上割引  20   16   36   

３．持分法による投資
損失

 －   4   －   

４．貸倒引当金繰入額  49   －   32   

５．その他  23 181 0.3 15 124 0.3 34 269 0.2

経常利益   865 1.7  1,4102.5  4,3623.5
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前中間連結会計期間

（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

 
当中間連結会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前連結会計年度の
要約連結損益計算書

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅵ　特別利益           

１．固定資産売却益 ※３ －   35   83   

２．投資有価証券売却
益

 54   2   54   

３．貸倒引当金戻入額  18   5   25   

４．退職給付制度改定
益

 － 72 0.1 12 55 0.1 － 162 0.1

Ⅶ　特別損失           

１．固定資産売却損 ※４ 2   61   19   

２．固定資産除却損 ※５ 135   37   231   

３．投資有価証券評価
損

 －   1   16   

４．減損損失 ※６ 887   111   887   

５．関係会社事業損失
引当金繰入額

 －   106   －   

６．事業再開発費用 ※７ －   85   －   

７．その他  － 1,0252.0 － 402 0.7 68 1,2221.0

税金等調整前中間
（当期）純利益

  － －  1,0631.9  3,3022.6

税金等調整前中間
純損失

  87 0.2  － －  － －

法人税、住民税及
び事業税

※２ 723   605   1,894   

法人税等調整額 ※２ △263 459 0.9 93 698 1.3 △69 1,8241.4

少数株主利益   － －  7 0.0  1 0.0

少数株主損失   4 0.0  － －  － －

中間（当期）純利
益

  － －  357 0.6  1,4761.2

中間純損失   543 1.1  － －  － －
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（訂正後）

  

 
前中間連結会計期間

（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

 
当中間連結会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前連結会計年度の
要約連結損益計算書

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高   50,742100.0  55,035100.0  124,656100.0

Ⅱ　売上原価   37,86274.6  42,19976.7  97,04177.8

売上総利益   12,87925.4  12,83623.3  27,61522.2

Ⅲ　販売費及び一般管理
費

※１  12,11023.9  11,68721.2  23,64619.0

営業利益   769 1.5  1,1482.1  3,9693.2

Ⅳ　営業外収益           

１．受取利息  13   45   56   

２．受取配当金  72   81   94   

３．仕入割引  31   29   68   

４．持分法による投資
利益

 5   －   50   

５．保険金収入  47   89   146   

６．その他  107 277 0.5 134 379 0.7 245 663 0.5

Ⅴ　営業外費用           

１．支払利息  87   88   165   

２．売上割引  20   16   36   

３．持分法による投資
損失

 －   4   －   

４．貸倒引当金繰入額  49   －   32   

５．その他  23 181 0.3 15 124 0.3 34 269 0.2

経常利益   865 1.7  1,4032.5  4,3623.5
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前中間連結会計期間

（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

 
当中間連結会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前連結会計年度の
要約連結損益計算書

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅵ　特別利益           

１．固定資産売却益 ※３ －   35   83   

２．投資有価証券売却
益

 54   2   54   

３．貸倒引当金戻入額  18   5   25   

４．退職給付制度改定
益

 － 72 0.1 12 55 0.1 － 162 0.1

Ⅶ　特別損失           

１．固定資産売却損 ※４ 2   61   19   

２．固定資産除却損 ※５ 135   37   231   

３．投資有価証券評価
損

 －   1   16   

４．減損損失 ※６ 887   111   887   

５．関係会社事業損失
引当金繰入額

 －   106   －   

６．事業再開発費用 ※７ －   85   －   

７．その他  － 1,0252.0 － 402 0.7 68 1,2221.0

税金等調整前中間
（当期）純利益

  － －  1,0561.9  3,3022.6

税金等調整前中間
純損失

  87 0.2  － －  － －

法人税、住民税及
び事業税

※２ 723   602   1,894   

法人税等調整額 ※２ △263 459 0.9 93 695 1.3 △69 1,8241.4

少数株主利益   － －  7 0.0  1 0.0

少数株主損失   4 0.0  － －  － －

中間（当期）純利
益

  － －  353 0.6  1,4761.2

中間純損失   543 1.1  － －  － －
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③【中間連結剰余金計算書及び中間連結株主資本等変動計算書】

（訂正前）

中間連結株主資本等変動計算書

当中間連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年９月30日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年３月31日　残高
（百万円）

7,077 5,815 45,795 △1,055 57,633

中間連結会計期間中の変動額      

剰余金の配当（注）   △864  △864

役員賞与　　（注）   △53  △53

中間純利益   357  357

連結範囲増加に伴う期首剰余金
増加高

  12  12

自己株式の取得    △2 △2

自己株式の処分  1  10 12

株主資本以外の項目の中間連結
会計期間中の変動額（純額）

     

中間連結会計期間中の変動額合計
（百万円）

－ 1 △547 8 △538

平成18年９月30日　残高
（百万円）

7,077 5,816 45,247 △1,046 57,094

 

 

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計
その他有価証券評
価差額金

評価・換算差額等
合計

平成18年３月31日　残高
（百万円）

3,176 3,176 90 60,900

中間連結会計期間中の変動額     

剰余金の配当（注）    △864

役員賞与　　（注）    △53

中間純利益    357

連結範囲増加に伴う期首剰余金
増加高

   12

自己株式の取得    △2

自己株式の処分    12

株主資本以外の項目の中間連結
会計期間中の変動額（純額）

△320 △320 23 △297

中間連結会計期間中の変動額合計
（百万円）

△320 △320 23 △835

平成18年９月30日　残高
（百万円）

2,855 2,855 113 60,064

　（注）平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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（訂正後）

中間連結株主資本等変動計算書

当中間連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年９月30日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年３月31日　残高
（百万円）

7,077 5,815 45,795 △1,055 57,633

中間連結会計期間中の変動額      

剰余金の配当（注）   △864  △864

役員賞与　　（注）   △53  △53

中間純利益   353  353

連結範囲増加に伴う期首剰余金
増加高

  12  12

自己株式の取得    △2 △2

自己株式の処分  1  10 12

株主資本以外の項目の中間連結
会計期間中の変動額（純額）

     

中間連結会計期間中の変動額合計
（百万円）

－ 1 △551 8 △541

平成18年９月30日　残高
（百万円）

7,077 5,816 45,244 △1,046 57,091

 

 

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計
その他有価証券評
価差額金

評価・換算差額等
合計

平成18年３月31日　残高
（百万円）

3,176 3,176 90 60,900

中間連結会計期間中の変動額     

剰余金の配当（注）    △864

役員賞与　　（注）    △53

中間純利益    353

連結範囲増加に伴う期首剰余金
増加高

   12

自己株式の取得    △2

自己株式の処分    12

株主資本以外の項目の中間連結
会計期間中の変動額（純額）

△320 △320 23 △297

中間連結会計期間中の変動額合計
（百万円）

△320 △320 23 △838

平成18年９月30日　残高
（百万円）

2,855 2,855 113 60,061

　（注）平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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④【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

（訂正前）

  

前中間連結会計期間
 

（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

当中間連結会計期間
 

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前連結会計年度の要約連結
キャッシュ・フロー計算書
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅰ　営業活動によるキャッ
シュ・フロー

    

税金等調整前中間
（当期）純利益

 － 1,063 3,302

税金等調整前中間純
損失

 87 － －

減価償却費  1,954 1,883 4,122

のれん償却額  － 84 －

減損損失  887 111 887

連結調整勘定償却額  84 － 169

退職給付引当金の減
少額

 △101 △98 △188

貸倒引当金の減少額  △5 △0 △20

関係会社事業損失引
当金の増加額

 － 95 －

事業再開発費用  － 85 －

受取利息及び配当金  △86 △126 △151

支払利息  87 88 165

持分法による投資損
益（△利益）

 △5 4 △50

投資有価証券売却益  △54 △2 △54

投資有価証券評価損  － 1 16

有形固定資産売却益  － △35 △83

有形固定資産等除売
却損

 221 189 471

売上債権の増減額
（△増加額）

 3,045 3,448 △1,242

たな卸資産の増減額
（△増加額）

 △674 200 △1,054

仕入債務の増減額
（△減少額）

 △1,626 △2,356 1,290

その他の営業活動
キャッシュ・フロー

 △719 △643 △219

小計  2,920 3,991 7,361

利息及び配当金の受
取額

 107 126 166

利息の支払額  △87 △87 △165

法人税等の支払額  △614 △1,133 △1,447

営業活動によるキャッ
シュ・フロー

 2,325 2,897 5,915
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前中間連結会計期間
 

（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

当中間連結会計期間
 

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前連結会計年度の要約連結
キャッシュ・フロー計算書
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅱ　投資活動によるキャッ
シュ・フロー

    

定期預金の預入によ
る支出

 △52 △5,113 △1,064

定期預金の払戻によ
る収入

 42 15 96

有形固定資産の取得
による支出

 △1,251 △847 △3,099

有形固定資産の売却
による収入

 87 356 225

無形固定資産の取得
による支出

 △1,392 △502 △1,938

投資有価証券の取得
による支出

 △177 △101 △545

投資有価証券の売却
による収入

 94 6 94

関係会社株式の取得
による支出

 － － △94

短期貸付け増加・減
少

 △18 0 0

長期貸付けによる支
出

 △31 △5 △31

長期貸付金の回収に
よる収入

 129 18 233

その他の投資活動
キャッシュ・フロー

 6 △0 128

投資活動によるキャッ
シュ・フロー

 △2,563 △6,173 △5,994
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前中間連結会計期間
 

（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

当中間連結会計期間
 

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前連結会計年度の要約連結
キャッシュ・フロー計算書
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅲ　財務活動によるキャッ
シュ・フロー

    

短期借入金の減少額  △104 △66 △413

長期借入れによる収
入

 704 385 750

長期借入金の返済に
よる支出

 △1,144 △920 △1,484

自己株式の取得によ
る支出

 △7 △2 △14

自己株式の売却によ
る収入

 279 12 551

配当金の支払額  △854 △864 △854

その他の財務活動
キャッシュ・フロー

 86 9 △8

財務活動によるキャッ
シュ・フロー

 △1,042 △1,446 △1,474

Ⅳ　現金及び現金同等物に
係る換算差額

 － － －

Ⅴ　現金及び現金同等物の
減少額

 △1,280 △4,722 △1,554

Ⅵ　現金及び現金同等物の
期首残高

 22,593 21,038 22,593

Ⅶ　連結会社増減による現
金及び現金同等物の期
首残高

 － 29 －

Ⅷ　現金及び現金同等物の
中間期末（期末）残高

※１ 21,312 16,346 21,038
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（訂正後）

  

前中間連結会計期間
 

（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

当中間連結会計期間
 

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前連結会計年度の要約連結
キャッシュ・フロー計算書
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅰ　営業活動によるキャッ
シュ・フロー

    

税金等調整前中間
（当期）純利益

 － 1,056 3,302

税金等調整前中間純
損失

 87 － －

減価償却費  1,954 1,883 4,122

のれん償却額  － 84 －

減損損失  887 111 887

連結調整勘定償却額  84 － 169

退職給付引当金の減
少額

 △101 △98 △188

貸倒引当金の減少額  △5 △0 △20

関係会社事業損失引
当金の増加額

 － 95 －

事業再開発費用  － 85 －

受取利息及び配当金  △86 △126 △151

支払利息  87 88 165

持分法による投資損
益（△利益）

 △5 4 △50

投資有価証券売却益  △54 △2 △54

投資有価証券評価損  － 1 16

有形固定資産売却益  － △35 △83

有形固定資産等除売
却損

 221 189 471

売上債権の増減額
（△増加額）

 3,045 3,448 △1,242

たな卸資産の増減額
（△増加額）

 △674 200 △1,054

仕入債務の増減額
（△減少額）

 △1,626 △2,356 1,290

その他の営業活動
キャッシュ・フロー

 △719 △637 △219

小計  2,920 3,991 7,361

利息及び配当金の受
取額

 107 126 166

利息の支払額  △87 △87 △165

法人税等の支払額  △614 △1,133 △1,447

営業活動によるキャッ
シュ・フロー

 2,325 2,897 5,915
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前中間連結会計期間
 

（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

当中間連結会計期間
 

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前連結会計年度の要約連結
キャッシュ・フロー計算書
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅱ　投資活動によるキャッ
シュ・フロー

    

定期預金の預入によ
る支出

 △52 △5,113 △1,064

定期預金の払戻によ
る収入

 42 15 96

有形固定資産の取得
による支出

 △1,251 △847 △3,099

有形固定資産の売却
による収入

 87 356 225

無形固定資産の取得
による支出

 △1,392 △502 △1,938

投資有価証券の取得
による支出

 △177 △101 △545

投資有価証券の売却
による収入

 94 6 94

関係会社株式の取得
による支出

 － － △94

短期貸付け増加・減
少

 △18 0 0

長期貸付けによる支
出

 △31 △5 △31

長期貸付金の回収に
よる収入

 129 18 233

その他の投資活動
キャッシュ・フロー

 6 △0 128

投資活動によるキャッ
シュ・フロー

 △2,563 △6,173 △5,994
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前中間連結会計期間
 

（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

当中間連結会計期間
 

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前連結会計年度の要約連結
キャッシュ・フロー計算書
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅲ　財務活動によるキャッ
シュ・フロー

    

短期借入金の減少額  △104 △66 △413

長期借入れによる収
入

 704 385 750

長期借入金の返済に
よる支出

 △1,144 △920 △1,484

自己株式の取得によ
る支出

 △7 △2 △14

自己株式の売却によ
る収入

 279 12 551

配当金の支払額  △854 △864 △854

その他の財務活動
キャッシュ・フロー

 86 9 △8

財務活動によるキャッ
シュ・フロー

 △1,042 △1,446 △1,474

Ⅳ　現金及び現金同等物に
係る換算差額

 － － －

Ⅴ　現金及び現金同等物の
減少額

 △1,280 △4,722 △1,554

Ⅵ　現金及び現金同等物の
期首残高

 22,593 21,038 22,593

Ⅶ　連結会社増減による現
金及び現金同等物の期
首残高

 － 29 －

Ⅷ　現金及び現金同等物の
中間期末（期末）残高

※１ 21,312 16,346 21,038
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

（訂正前）

前中間連結会計期間
（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前連結会計年度
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

────── （貸借対照表の純資産の部の表示に

関する会計基準等）

──────

 （自己株式及び準備金の額の減少等

に関する会計基準等の一部改正）

 

 　当中間連結会計期間より、「貸借対

照表の純資産の部の表示に関する会

計基準」（企業会計基準委員会　平

成17年12月９日　企業会計基準第５

号）及び「貸借対照表の純資産の部

の表示に関する会計基準等の適用指

針」（企業会計基準委員会　平成17

年12月９日　企業会計基準適用指針

第８号）並びに改正後の「自己株式

及び準備金の額の減少等に関する会

計基準」（企業会計基準委員会　最

終改正平成18年８月11日　企業会計

基準第１号）及び「自己株式及び準

備金の額の減少等に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準委員会

　最終改正平成18年８月11日　企業会

計基準適用指針第２号）を適用して

おります。

　これによる損益に与える影響はあ

りません。

　なお、従来の「資本の部」の合計に

相当する金額は59,950百万円であり

ます。

　中間連結財務諸表規則の改正によ

り、当中間連結会計期間における中

間連結財務諸表は、改正後の中間連

結財務諸表規則により作成しており

ます。

 

EDINET提出書類

株式会社ミツウロコ(E01074)

訂正半期報告書

25/48



（訂正後）

前中間連結会計期間
（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前連結会計年度
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

────── （貸借対照表の純資産の部の表示に

関する会計基準等）

──────

 （自己株式及び準備金の額の減少等

に関する会計基準等の一部改正）

 

 　当中間連結会計期間より、「貸借対

照表の純資産の部の表示に関する会

計基準」（企業会計基準委員会　平

成17年12月９日　企業会計基準第５

号）及び「貸借対照表の純資産の部

の表示に関する会計基準等の適用指

針」（企業会計基準委員会　平成17

年12月９日　企業会計基準適用指針

第８号）並びに改正後の「自己株式

及び準備金の額の減少等に関する会

計基準」（企業会計基準委員会　最

終改正平成18年８月11日　企業会計

基準第１号）及び「自己株式及び準

備金の額の減少等に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準委員会

　最終改正平成18年８月11日　企業会

計基準適用指針第２号）を適用して

おります。

　これによる損益に与える影響はあ

りません。

　なお、従来の「資本の部」の合計に

相当する金額は59,947百万円であり

ます。

　中間連結財務諸表規則の改正によ

り、当中間連結会計期間における中

間連結財務諸表は、改正後の中間連

結財務諸表規則により作成しており

ます。
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注記事項

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　　（訂正前）

当中間連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年９月30日）

 
エネルギー
事業
（百万円）

賃貸事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 53,107 777 1,151 55,035 － 55,035

(2）セグメント間の内部売上
高又は振替高

104 333 673 1,111 (1,111) －

計 53,211 1,111 1,824 56,147(1,111)55,035

営業費用 52,478 569 1,753 54,801 (920)53,880

営業利益 732 541 70 1,345 (190) 1,155

　（注）１．(1）事業区分の方法

当社グループの事業区分の方法は、消費者の用途区分、流通経路等の共通性並びに社内における経営管理区分

に基づき、下記(2）による事業区分としております。

(2）各事業区分の主要商品並びに営業品目

 事業区分 主要商品並びに営業品目

 エネルギー事業
ガソリン、軽油、白灯油、ＬＰガス、煉炭、豆炭等及び燃焼用・厨房用等の
住宅設備機器

 賃貸事業 オフィスビル、マンション等不動産の賃貸

 その他事業
ボーリング場等スポーツ施設の経営及びリース業並びに飲料水の製造販
売

(3）当中間連結会計期間から「役員賞与に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成17年11月29日　企業会計

基準第４号）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当中間連結会計期間にお

ける営業費用は「エネルギー事業」が23百万円、「その他事業」が２百万円増加し、営業利益がそれぞれ同額

減少しております。

２．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の主なものは、当社の管理部門（総務・経理・財

務・人事部門等）に係る費用であります。

当中間連結会計期間　　　　　　190百万円
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　　（訂正後）

当中間連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年９月30日）

 
エネルギー
事業
（百万円）

賃貸事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 53,107 777 1,151 55,035 － 55,035

(2）セグメント間の内部売上
高又は振替高

104 333 673 1,111 (1,111) －

計 53,211 1,111 1,824 56,147(1,111)55,035

営業費用 52,485 569 1,753 54,808 (920)53,887

営業利益 726 541 70 1,339 (190) 1,148

　（注）１．(1）事業区分の方法

当社グループの事業区分の方法は、消費者の用途区分、流通経路等の共通性並びに社内における経営管理区分

に基づき、下記(2）による事業区分としております。

(2）各事業区分の主要商品並びに営業品目

 事業区分 主要商品並びに営業品目

 エネルギー事業
ガソリン、軽油、白灯油、ＬＰガス、煉炭、豆炭等及び燃焼用・厨房用等の
住宅設備機器

 賃貸事業 オフィスビル、マンション等不動産の賃貸

 その他事業
ボーリング場等スポーツ施設の経営及びリース業並びに飲料水の製造販
売

(3）当中間連結会計期間から「役員賞与に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成17年11月29日　企業会計

基準第４号）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当中間連結会計期間にお

ける営業費用は「エネルギー事業」が23百万円、「その他事業」が２百万円増加し、営業利益がそれぞれ同額

減少しております。

２．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の主なものは、当社の管理部門（総務・経理・財

務・人事部門等）に係る費用であります。

当中間連結会計期間　　　　　　190百万円
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（１株当たり情報）

　　（訂正前）

前中間連結会計期間
（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前連結会計年度
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

　

１株当たり純資産額 874円09銭

１株当たり中間純損失
金額

８円26銭

　

　潜在株式調整後１株当たり中間純利

益金額については、潜在株式は存在す

るものの１株当たり中間純損失であ

るため記載しておりません。

　

１株当たり純資産額 902円14銭

１株当たり中間純利益
金額

５円38銭

潜在株式調整後１株当
たり中間純利益金額

５円37銭

　

　

１株当たり純資産額 914円47銭

１株当たり当期純利益
金額

21円54銭

潜在株式調整後１株当
たり当期純利益金額

21円45銭

　

　（注）　１株当たり中間（当期）純利益金額又は中間純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額の算

定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

１株当たり中間（当期）純利益金額又
は中間純損失金額

   

中間（当期）純利益（百万円） － 357 1,476

中間純損失（百万円） 543 － －

普通株主に帰属しない金額
（百万円）

－ － 53

（うち利益処分による役員賞与金） (－) (－) (53)

普通株式に係る中間（当期）純利益
（百万円）

－ 357 1,423

普通株式に係る中間純損失
（百万円）

543 － －

普通株式の期中平均株式数（千株） 65,768 65,444 66,072

潜在株式調整後１株当たり中間（当
期）純利益金額

   

中間（当期）純利益調整額
（百万円）

－ － －

普通株式増加数（千株） － 107 276

（うち新株予約権） － (107) (276)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調

整後１株当たり中間（当期）純利益金

額の算定に含めなかった潜在株式の概

要

新株予約権１種類

（新株予約権の数

2,132個）。

なお、これらの概要は

「第４提出会社の状

況、１株式等の状況、

(2）新株予約権等の状

況」に記載のとおりで

あります。

───── ─────
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　　（訂正後）

前中間連結会計期間
（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前連結会計年度
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

　

１株当たり純資産額 874円09銭

１株当たり中間純損失
金額

８円26銭

　

　潜在株式調整後１株当たり中間純利

益金額については、潜在株式は存在す

るものの１株当たり中間純損失であ

るため記載しておりません。

　

１株当たり純資産額 902円09銭

１株当たり中間純利益
金額

５円33銭

潜在株式調整後１株当
たり中間純利益金額

５円32銭

　

　

１株当たり純資産額 914円47銭

１株当たり当期純利益
金額

21円54銭

潜在株式調整後１株当
たり当期純利益金額

21円45銭

　

　（注）　１株当たり中間（当期）純利益金額又は中間純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額の算

定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

１株当たり中間（当期）純利益金額又
は中間純損失金額

   

中間（当期）純利益（百万円） － 353 1,476

中間純損失（百万円） 543 － －

普通株主に帰属しない金額
（百万円）

－ － 53

（うち利益処分による役員賞与金） (－) (－) (53)

普通株式に係る中間（当期）純利益
（百万円）

－ 353 1,423

普通株式に係る中間純損失
（百万円）

543 － －

普通株式の期中平均株式数（千株） 65,768 65,444 66,072

潜在株式調整後１株当たり中間（当
期）純利益金額

   

中間（当期）純利益調整額
（百万円）

－ － －

普通株式増加数（千株） － 107 276

（うち新株予約権） － (107) (276)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調

整後１株当たり中間（当期）純利益金

額の算定に含めなかった潜在株式の概

要

新株予約権１種類

（新株予約権の数

2,132個）。

なお、これらの概要は

「第４提出会社の状

況、１株式等の状況、

(2）新株予約権等の状

況」に記載のとおりで

あります。

───── ─────

 

EDINET提出書類

株式会社ミツウロコ(E01074)

訂正半期報告書

30/48



２【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

（訂正前）

  
前中間会計期間末
（平成17年９月30日）

当中間会計期間末
（平成18年９月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部）           

Ⅰ　流動資産           

１．現金及び預金  21,034   19,060   20,391   

２．受取手形 ※４ 520   525   710   

３．売掛金  8,791   9,434   12,443   

４．たな卸資産  2,252   2,710   2,706   

５．繰延税金資産  246   314   333   

６．その他 ※６ 588   934   561   

貸倒引当金  △32   △49   △44   

流動資産合計   33,40241.6  32,93139.5  37,10242.7

Ⅱ　固定資産           

１．有形固定資産 ※１          

(1）建物 ※３ 7,733   7,857   8,215   

(2）機械及び装置 ※３ 3,847   4,502   4,288   

(3）土地  10,272   9,976   10,305   

(4）その他 ※３ 1,626   1,228   1,172   

有形固定資産合計   23,48029.2  23,56528.3  23,98127.5

２．無形固定資産           

(1）営業権  3,003   －   2,890   

(2）のれん  －   2,570   －   

(3）その他  721   623   682   

無形固定資産合計   3,7254.6  3,1933.8  3,5734.1

３．投資その他の資産           

(1）投資有価証券 ※２ 11,306   12,375   12,885   

(2）保険積立金  3,450   3,380   3,349   

(3）その他  5,074   7,931   6,177   

貸倒引当金  △104   △84   △95   

投資その他の資産
合計

  19,72724.6  23,60328.4  22,31725.7

固定資産合計   46,93358.4  50,36260.5  49,87257.3

資産合計   80,335100.0  83,294100.0  86,974100.0
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前中間会計期間末
（平成17年９月30日）

当中間会計期間末
（平成18年９月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（負債の部）           

Ⅰ　流動負債           

１．買掛金  6,536   7,178   9,473   

２．一年以内償還予定
の社債

 －   3,105   3,105   

３．短期借入金 ※２ 4,958   4,928   4,948   

４．未払法人税等  663   562   1,058   

５．賞与引当金  365   349   482   

６．役員賞与引当金  －   20   －   

７．関係会社事業損失
引当金

 －   95   －   

８．その他 ※６ 1,914   2,127   1,952   

流動負債合計   14,43818.0  18,36622.0  21,01924.2

Ⅱ　固定負債           

１．社債  3,105   －   －   

２．長期借入金 ※２ 664   406   530   

３．繰延税金負債  1,983   2,357   2,570   

４．退職給付引当金  841   725   766   

５．預り保証金  3,464   3,680   3,664   

６．その他  667   543   741   

固定負債合計   10,72413.3  7,7119.3  8,2729.5

負債合計   25,16231.3  26,07831.3  29,29133.7
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前中間会計期間末
（平成17年９月30日）

当中間会計期間末
（平成18年９月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資本の部）           

Ⅰ　資本金   7,0778.8  － －  7,0778.1

Ⅱ　資本剰余金           

１．資本準備金  366   －   366   

２．その他資本剰余金  5,424   －   5,448   

資本剰余金合計   5,7917.2  － －  5,8156.7

Ⅲ　利益剰余金           

１．利益準備金  1,411   －   1,411   

２．任意積立金  38,815   －   38,815   

３．中間（当期）未処
分利益

 984   －   2,407   

利益剰余金合計   41,21151.3  － －  42,63449.0

Ⅳ　その他有価証券評価
差額金

  2,3312.9  － －  3,1543.6

Ⅴ　自己株式   △1,240△1.5  － －  △999△1.1

資本合計   55,17268.7  － －  57,68266.3

負債資本合計   80,335100.0  － －  86,974100.0

（純資産の部）           

Ⅰ　株主資本           

１．資本金   － －  7,0778.5  － －

２．資本剰余金           

(1）資本準備金  －   366   －   

(2）その他資本剰余
金

 －   5,449   －   

資本剰余金合計   － －  5,8167.0  － －

３．利益剰余金           

(1）利益準備金  －   1,411   －   

(2）その他利益剰余
金

          

退職積立金  －   877   －   

固定資産圧縮積
立金

 －   1,510   －   

特別償却準備金  －   152   －   

別途積立金  －   37,421   －   

繰越利益剰余金  －   1,088   －   

利益剰余金合計   － －  42,46051.0  － －

４．自己株式   － －  △991△1.2  － －

株主資本合計   － －  54,36365.3  － －

Ⅱ　評価・換算差額等           

１．その他有価証券評
価差額金

  － －  2,8513.4  － －

評価・換算差額等合
計

  － －  2,8513.4  － －

純資産合計   － －  57,21568.7  － －

負債純資産合計   － －  83,294100.0  － －
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（訂正後）

  
前中間会計期間末
（平成17年９月30日）

当中間会計期間末
（平成18年９月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部）           

Ⅰ　流動資産           

１．現金及び預金  21,034   19,060   20,391   

２．受取手形 ※４ 520   525   710   

３．売掛金  8,791   9,434   12,443   

４．たな卸資産  2,252   2,710   2,706   

５．繰延税金資産  246   314   333   

６．その他 ※６ 588   934   561   

貸倒引当金  △32   △49   △44   

流動資産合計   33,40241.6  32,93139.5  37,10242.7

Ⅱ　固定資産           

１．有形固定資産 ※１          

(1）建物 ※３ 7,733   7,857   8,215   

(2）機械及び装置 ※３ 3,847   4,502   4,288   

(3）土地  10,272   9,976   10,305   

(4）その他 ※３ 1,626   1,228   1,172   

有形固定資産合計   23,48029.2  23,56528.3  23,98127.5

２．無形固定資産           

(1）営業権  3,003   －   2,890   

(2）のれん  －   2,570   －   

(3）その他  721   623   682   

無形固定資産合計   3,7254.6  3,1933.8  3,5734.1

３．投資その他の資産           

(1）投資有価証券 ※２ 11,306   12,375   12,885   

(2）保険積立金  3,450   3,380   3,349   

(3）その他  5,074   7,931   6,177   

貸倒引当金  △104   △84   △95   

投資その他の資産
合計

  19,72724.6  23,60328.4  22,31725.7

固定資産合計   46,93358.4  50,36260.5  49,87257.3

資産合計   80,335100.0  83,294100.0  86,974100.0

           

 

EDINET提出書類

株式会社ミツウロコ(E01074)

訂正半期報告書

34/48



  
前中間会計期間末
（平成17年９月30日）

当中間会計期間末
（平成18年９月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（負債の部）           

Ⅰ　流動負債           

１．買掛金  6,536   7,178   9,473   

２．一年以内償還予定
の社債

 －   3,105   3,105   

３．短期借入金 ※２ 4,958   4,928   4,948   

４．未払法人税等  663   559   1,058   

５．賞与引当金  365   349   482   

６．役員賞与引当金  －   20   －   

７．関係会社事業損失
引当金

 －   95   －   

８．その他 ※６ 1,914   2,127   1,952   

流動負債合計   14,43818.0  18,36322.0  21,01924.2

Ⅱ　固定負債           

１．社債  3,105   －   －   

２．長期借入金 ※２ 664   406   530   

３．繰延税金負債  1,983   2,357   2,570   

４．退職給付引当金  841   725   766   

５．預り保証金  3,464   3,686   3,664   

６．その他  667   543   741   

固定負債合計   10,72413.3  7,7189.3  8,2729.5

負債合計   25,16231.3  26,08131.3  29,29133.7
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前中間会計期間末
（平成17年９月30日）

当中間会計期間末
（平成18年９月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資本の部）           

Ⅰ　資本金   7,0778.8  － －  7,0778.1

Ⅱ　資本剰余金           

１．資本準備金  366   －   366   

２．その他資本剰余金  5,424   －   5,448   

資本剰余金合計   5,7917.2  － －  5,8156.7

Ⅲ　利益剰余金           

１．利益準備金  1,411   －   1,411   

２．任意積立金  38,815   －   38,815   

３．中間（当期）未処
分利益

 984   －   2,407   

利益剰余金合計   41,21151.3  － －  42,63449.0

Ⅳ　その他有価証券評価
差額金

  2,3312.9  － －  3,1543.6

Ⅴ　自己株式   △1,240△1.5  － －  △999△1.1

資本合計   55,17268.7  － －  57,68266.3

負債資本合計   80,335100.0  － －  86,974100.0

（純資産の部）           

Ⅰ　株主資本           

１．資本金   － －  7,0778.5  － －

２．資本剰余金           

(1）資本準備金  －   366   －   

(2）その他資本剰余
金

 －   5,449   －   

資本剰余金合計   － －  5,8167.0  － －

３．利益剰余金           

(1）利益準備金  －   1,411   －   

(2）その他利益剰余
金

          

退職積立金  －   877   －   

固定資産圧縮積
立金

 －   1,510   －   

特別償却準備金  －   152   －   

別途積立金  －   37,421   －   

繰越利益剰余金  －   1,084   －   

利益剰余金合計   － －  42,45751.0  － －

４．自己株式   － －  △991△1.2  － －

株主資本合計   － －  54,36065.3  － －

Ⅱ　評価・換算差額等           

１．その他有価証券評
価差額金

  － －  2,8513.4  － －

評価・換算差額等合
計

  － －  2,8513.4  － －

純資産合計   － －  57,21268.7  － －

負債純資産合計   － －  83,294100.0  － －
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②【中間損益計算書】

（訂正前）

  
前中間会計期間

（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前事業年度の要約損益計算書
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高   46,994100.0  53,243100.0  117,123100.0

Ⅱ　売上原価   38,93982.9  41,63378.2  98,52384.1

売上総利益   8,05517.1  11,61021.8  18,59915.9

Ⅲ　販売費及び一般管理
費

  6,57213.9  10,23819.2  14,79712.7

営業利益   1,4823.2  1,3712.6  3,8013.2

Ⅳ　営業外収益           

１．受取利息  11   42   51   

２．その他  290   373   634   

合計   301 0.6  415 0.8  685 0.6

Ⅴ　営業外費用           

１．支払利息  43   48   84   

２．その他  79   50   139   

合計   122 0.3  98 0.2  224 0.2

経常利益   1,6613.5  1,6883.2  4,2633.6

Ⅵ　特別利益 ※１  54 0.1  35 0.0  131 0.1

Ⅶ　特別損失 ※２  583 1.2  449 0.8  753 0.6

税引前中間（当
期）純利益

  1,1332.4  1,2742.4  3,6423.1

法人税、住民税及
び事業税

※４ 630   530   1,780   

法人税等調整額 ※４ △87 542 1.1 13 543 1.0 △151 1,6281.4

中間（当期）純利
益

  591 1.3  731 1.4  2,0141.7

前期繰越利益   393   －   393  

中間（当期）未処
分利益

  984   －   2,407  
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（訂正後）

  
前中間会計期間

（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前事業年度の要約損益計算書
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高   46,994100.0  53,243100.0  117,123100.0

Ⅱ　売上原価   38,93982.9  41,63978.2  98,52384.1

売上総利益   8,05517.1  11,60321.8  18,59915.9

Ⅲ　販売費及び一般管理
費

  6,57213.9  10,23819.2  14,79712.7

営業利益   1,4823.2  1,3652.6  3,8013.2

Ⅳ　営業外収益           

１．受取利息  11   42   51   

２．その他  290   373   634   

合計   301 0.6  415 0.8  685 0.6

Ⅴ　営業外費用           

１．支払利息  43   48   84   

２．その他  79   50   139   

合計   122 0.3  98 0.2  224 0.2

経常利益   1,6613.5  1,6823.2  4,2633.6

Ⅵ　特別利益 ※１  54 0.1  35 0.0  131 0.1

Ⅶ　特別損失 ※２  583 1.2  449 0.8  753 0.6

税引前中間（当
期）純利益

  1,1332.4  1,2682.4  3,6423.1

法人税、住民税及
び事業税

※４ 630   527   1,780   

法人税等調整額 ※４ △87 542 1.1 13 540 1.0 △151 1,6281.4

中間（当期）純利
益

  591 1.3  728 1.4  2,0141.7

前期繰越利益   393   －   393  

中間（当期）未処
分利益

  984   －   2,407  
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③【中間株主資本等変動計算書】

（訂正前）

当中間会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年９月30日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己
株式

株主
資本
合計

資本
準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金
利益
剰余金
合計

退職
積立金

固定資
産圧縮
積立金

特別
償却
準備金

別途
積立金

繰越
利益
剰余金

平成18年３月31日　残高
（百万円）

7,0773665,4485,8151,4117771,49622036,3212,40742,634△99954,527

中間会計期間中の変動額              

退職積立金の積立（注）      100    △100 －  －

固定資産圧縮積立金の積立
（注）

      58   △58 －  －

固定資産圧縮積立金の取崩
（注）

      △45   45 －  －

特別償却準備金の繰入（注）        24  △24 －  －

特別償却準備金の取崩（注）        △92  92 －  －

別途積立金の積立（注）         1,100△1,100－  －

剰余金の配当（注）          △864△864  △864

取締役賞与（注）          △40 △40  △40

中間純利益          731 731  731

自己株式の取得            △2 △2

自己株式の処分   1 1        10 12

株主資本以外の項目の中間会
計期間中の変動額（純額）

             

中間会計期間中の変動額合計
（百万円）

－ － 1 1 － 100 13 △671,100△1,319△173 8 △163

平成18年９月30日　残高
（百万円）

7,0773665,4495,8161,4118771,51015237,4211,08842,460△99154,363

 

EDINET提出書類

株式会社ミツウロコ(E01074)

訂正半期報告書

39/48



 

評価・換算
差額等

純資産
合計その他

有価証
券評価
差額金

評価・
換算差
額等合
計

平成18年３月31日　残高
（百万円）

3,1543,15457,682

中間会計期間中の変動額    

退職積立金の積立（注）   －

固定資産圧縮積立金の積立
（注）

  －

固定資産圧縮積立金の取崩
（注）

  －

特別償却準備金の繰入（注）   －

特別償却準備金の取崩（注）   －

別途積立金の積立（注）   －

剰余金の配当（注）   △864

取締役賞与（注）   △40

中間純利益   731

自己株式の取得   △2

自己株式の処分   12

株主資本以外の項目の中間会
計期間中の変動額（純額）

△303△303△303

中間会計期間中の変動額合計
（百万円）

△303△303△467

平成18年９月30日　残高
（百万円）

2,8512,85157,215

　（注）　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。

なお、固定資産圧縮積立金の積立のうち△15百万円、固定資産圧縮積立金の取崩のうち14百万円、特別償却準備金の取

崩のうち35百万円は、当中間会計期間に発生した金額であります。
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（訂正後）

当中間会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年９月30日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己
株式

株主
資本
合計

資本
準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金
利益
剰余金
合計

退職
積立金

固定資
産圧縮
積立金

特別
償却
準備金

別途
積立金

繰越
利益
剰余金

平成18年３月31日　残高
（百万円）

7,0773665,4485,8151,4117771,49622036,3212,40742,634△99954,527

中間会計期間中の変動額              

退職積立金の積立（注）      100    △100 －  －

固定資産圧縮積立金の積立
（注）

      58   △58 －  －

固定資産圧縮積立金の取崩
（注）

      △45   45 －  －

特別償却準備金の繰入（注）        24  △24 －  －

特別償却準備金の取崩（注）        △92  92 －  －

別途積立金の積立（注）         1,100△1,100－  －

剰余金の配当（注）          △864△864  △864

取締役賞与（注）          △40 △40  △40

中間純利益          728 728  728

自己株式の取得            △2 △2

自己株式の処分   1 1        10 12

株主資本以外の項目の中間会
計期間中の変動額（純額）

             

中間会計期間中の変動額合計
（百万円）

－ － 1 1 － 100 13 △671,100△1,322△176 8 △167

平成18年９月30日　残高
（百万円）

7,0773665,4495,8161,4118771,51015237,4211,08442,457△99154,360
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評価・換算
差額等

純資産
合計その他

有価証
券評価
差額金

評価・
換算差
額等合
計

平成18年３月31日　残高
（百万円）

3,1543,15457,682

中間会計期間中の変動額    

退職積立金の積立（注）   －

固定資産圧縮積立金の積立
（注）

  －

固定資産圧縮積立金の取崩
（注）

  －

特別償却準備金の繰入（注）   －

特別償却準備金の取崩（注）   －

別途積立金の積立（注）   －

剰余金の配当（注）   △864

取締役賞与（注）   △40

中間純利益   728

自己株式の取得   △2

自己株式の処分   12

株主資本以外の項目の中間会
計期間中の変動額（純額）

△303△303△303

中間会計期間中の変動額合計
（百万円）

△303△303△470

平成18年９月30日　残高
（百万円）

2,8512,85157,212

　（注）　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。

なお、固定資産圧縮積立金の積立のうち△15百万円、固定資産圧縮積立金の取崩のうち14百万円、特別償却準備金の取

崩のうち35百万円は、当中間会計期間に発生した金額であります。
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

　　（訂正前）

前中間会計期間
（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前事業年度
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

───── （貸借対照表の純資産の部の表示に関する会

計基準等）

─────

 （自己株式及び準備金の額の減少等に関する

会計基準等の一部改正）

 

 　当中間会計期間より、「貸借対照表の純資産

の部の表示に関する会計基準」（企業会計基

準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準第

５号）及び「貸借対照表の純資産の部の表示

に関する会計基準等の適用指針」（企業会計

基準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準

適用指針第８号）並びに改正後の「自己株式

及び準備金の額の減少等に関する会計基準」

（企業会計基準委員会　最終改正平成18年８

月11日　企業会計基準第１号）及び「自己株

式及び準備金の額の減少等に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準委員会　最終改

正平成18年８月11日　企業会計基準適用指針

第２号）を適用しております。

 

 　これによる損益に与える影響はありません。  

 　なお、従来の「資本の部」の合計に相当する

金額は57,215百万円であります。

 

 　中間財務諸表等規則の改正により、当中間会

計期間における中間財務諸表は、改正後の中

間財務諸表等規則により作成しております。
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　　（訂正後）

前中間会計期間
（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前事業年度
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

───── （貸借対照表の純資産の部の表示に関する会

計基準等）

─────

 （自己株式及び準備金の額の減少等に関する

会計基準等の一部改正）

 

 　当中間会計期間より、「貸借対照表の純資産

の部の表示に関する会計基準」（企業会計基

準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準第

５号）及び「貸借対照表の純資産の部の表示

に関する会計基準等の適用指針」（企業会計

基準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準

適用指針第８号）並びに改正後の「自己株式

及び準備金の額の減少等に関する会計基準」

（企業会計基準委員会　最終改正平成18年８

月11日　企業会計基準第１号）及び「自己株

式及び準備金の額の減少等に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準委員会　最終改

正平成18年８月11日　企業会計基準適用指針

第２号）を適用しております。

 

 　これによる損益に与える影響はありません。  

 　なお、従来の「資本の部」の合計に相当する

金額は57,212百万円であります。

 

 　中間財務諸表等規則の改正により、当中間会

計期間における中間財務諸表は、改正後の中

間財務諸表等規則により作成しております。
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注記事項

（１株当たり情報）

　　（訂正前）

前中間会計期間
（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前事業年度
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

　

１株当たり純資産額 834円12銭

１株当たり中間純利益
金額

８円98銭

潜在株式調整後１株当
たり中間純利益金額

８円95銭

　

　

１株当たり純資産額 859円76銭

１株当たり中間純利益
金額

10円99銭

潜在株式調整後１株当
たり中間純利益金額

10円97銭

　

　

１株当たり純資産額 866円36銭

１株当たり当期純利益
金額

29円83銭

潜在株式調整後１株当
たり当期純利益金額

29円71銭

　

　（注）　１株当たり中間（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、以下の

とおりであります。

 
前中間会計期間

(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

前事業年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

１株当たり中間（当期）純利益金額    

中間（当期）純利益（百万円） 591 731 2,014

普通株主に帰属しない金額
（百万円）

－ － 40

（うち利益処分による取締役賞与） (－) (－) (40)

普通株式に係る中間（当期）純利益
（百万円）

591 731 1,974

期中平均株式数（千株） 65,863 66,539 66,168

潜在株式調整後１株当たり中間（当
期）純利益金額

   

普通株式増加数（千株） 213 107 276

（うち新株予約権） (213) (107) (276)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調

整後１株当たり中間（当期）純利益金

額の算定に含めなかった潜在株式の概

要

───── ───── ─────
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　　（訂正後）

前中間会計期間
（自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

前事業年度
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

　

１株当たり純資産額 834円12銭

１株当たり中間純利益
金額

８円98銭

潜在株式調整後１株当
たり中間純利益金額

８円95銭

　

　

１株当たり純資産額 859円71銭

１株当たり中間純利益
金額

10円94銭

潜在株式調整後１株当
たり中間純利益金額

10円92銭

　

　

１株当たり純資産額 866円36銭

１株当たり当期純利益
金額

29円83銭

潜在株式調整後１株当
たり当期純利益金額

29円71銭

　

　（注）　１株当たり中間（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、以下の

とおりであります。

 
前中間会計期間

(自　平成17年４月１日
至　平成17年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

前事業年度
(自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日)

１株当たり中間（当期）純利益金額    

中間（当期）純利益（百万円） 591 728 2,014

普通株主に帰属しない金額
（百万円）

－ － 40

（うち利益処分による取締役賞与） (－) (－) (40)

普通株式に係る中間（当期）純利益
（百万円）

591 728 1,974

期中平均株式数（千株） 65,863 66,539 66,168

潜在株式調整後１株当たり中間（当
期）純利益金額

   

普通株式増加数（千株） 213 107 276

（うち新株予約権） (213) (107) (276)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調

整後１株当たり中間（当期）純利益金

額の算定に含めなかった潜在株式の概

要

───── ───── ─────
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 独立監査人の中間監査報告書  

 

 

 平成21年11月11日

株式会社ミツウロコ  

 取締役会　御中  

 

 あずさ監査法人  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 和田　正夫　　印

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 髙尾　英明　　印

 

 

　当監査法人は、旧証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ミツウロコの平成18年４月１日から平成19年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（平成18年４月１

日から平成18年９月30日まで）に係る訂正報告書の中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益

計算書、中間連結株主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明

することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間連

結財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の

表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要

に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意

見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基

準に準拠して、株式会社ミツウロコ及び連結子会社の平成18年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

中間連結会計期間（平成18年４月１日から平成18年９月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関す

る有用な情報を表示しているものと認める。

 

追記情報

１．半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の５第５項の規定に

基づき中間連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の中間連結財務諸表について中間監査を行った。

 

２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成18年11月22日開催の取締役会において、無担保社債の発行

を決議している。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が

別途保管しております。
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 独立監査人の中間監査報告書  

 

 

 平成21年11月11日

株式会社ミツウロコ  

 取締役会　御中  

 

 あずさ監査法人  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 和田　正夫　　印

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 髙尾　英明　　印

 

 

　当監査法人は、旧証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ミツウロコの平成18年４月１日から平成19年３月31日までの第98期事業年度の中間会計期間（平成18年４月１日

から平成18年９月30日まで）に係る訂正報告書の中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書及び中間

株主資本等変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財

務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて

追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のため

の合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、株式会社ミツウロコの平成18年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平成18年４

月１日から平成18年９月30日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

 

追記情報

１．半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の５第５項の規定に

基づき中間財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の中間財務諸表について中間監査を行った。

 

２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成18年11月22日開催の取締役会において、無担保社債の発行

を決議している。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が

別途保管しております。
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